














耐震診断

補強計画アドバイス

施工･設計社様 イーメタル

補強計画検討

補強工事

図面作成

配置計画アドバイス

施工・設計社様 イーメタル

配置計画検討

取付け工事

　本製品の設計に際しては、以下にご注意の上、設計に当

たって下さい。

•  SDUと筋交いなどの他の耐力要素と混用して、壁量を満

　たしてはいけません。ただし、軸組みを釣り合いよく配置

　する為に、桁行方向及び梁間方向に、それぞれ 2mを限度

　として、倍率 3以下の壁、　もしくは筋交いを配置するこ

　とができます。（※壁量計算ルートに限る。）

•  SDUと他の壁、または、筋交いと併用する場合、それぞ

　れの倍率を加算できません。

•  柱（断面寸法は 105mm×105mm）以上として下さい。

•  柱間のピッチは 910mmとして下さい。

•  SDU-Wの縦方向の位置は、SDU-Cにて寸法の調整を図っ

　て下さい。また、横架材間の内法寸法は 2,515mm～ 　

　2,825mmとして下さい。

•  コンセント・換気口等の穴あけは、SDUの性能を損なう 

　恐れがありますので、避けて下さい。

•  断熱材及び防湿層を設置することを原則とし、壁内結露

　を生じさせない仕様として下さい。

•  現場で防腐・防蟻処理を行う場合は金物本体に薬剤が付

　着しないように注意して下さい。金物本体や、表面処理

　が劣化する場合があります。

•  確認申請時には、建築主事や担当窓口の判断に従って下

　さい。

•  製品本体を取扱う際には、必ず軍手や手袋等を着用して

　下さい。

•  接合、締付け工具類は、適切な物をご使用下さい。

•  SDUの施工に当たっては、設計・施工講習の必要はあり

　ませんが、必ず、本資料等をよく確認の上、設計・施工

　を行って下さい。

　耐震改修工事及び新築設計時につきましては、小社にて

取付け位置のご提案を致します。　

　配置計画には、「株式会社インテグラル製　ホームズ君®」

を使用します。

計画・設計サポート

設計・施工上の留意事項 新築設計時の注意点

耐震改修工事業務サポートの流れ 新築設計サポートの流れ

資料編

揺れを吸収する壁

SDU
steel damper utility

■ 設計・施工上の注意

■ 新築設計

■ 耐震補強例

■ 施工資料
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